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こ
と
し
の
八
月
と
九
月
、
文
部
省
の
短
期
在
外
研
究
生
と
し
て
、
「
文
書
館

に
お
け
る
資
料
保
存
シ
ス
テ
ム
の
調
査
研
究
」

を
テ
1
7
に
し
て
、
イ
ギ
リ
ス

十
六
、
フ
ラ
ン
ス

て
ア
メ
リ
カ
二
、
合
計
十
九
の
機
関
を
見
て
き
た
。

そ
の

ほ
か
、
西
ド
イ
ツ
の
ポ
ン
で
行
わ
れ
た
第
十
回
国
際
文
書
館
会
議
に
参
加
し
て

き
た
。
今
日
は
イ
ギ
リ
ス
の
機
関
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
。

十
六
の
機
関
の
内
訳
は
、
国
立
、

'州
立
、
市
立
、
大
学
付
属
、

教
会
付
属
の

文
書
館
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
み
て
感
じ
た
こ
と
は
、
第
一
に
、
資
料
保
存
機
闘

が
多
様
性
を
持
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
は
ど
こ
も
整
備

さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
と
い
う
先
入
観
が
あ
っ
た
が
、

そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
は
、
国
立
文
書
館
を
中
心
に
、
州
や
市
に
レ
コ
ー
ド
オ
フ

ィ
ス
と

い
う
独
立
の
文
書
館
が
あ
っ

た
。
そ
の
ほ
か
に
、
図
書
館
に
併
設
さ
れ
た
資
料

保
存
施
設
が
ひ
じ
よ
う
に
多
く
、
十
六
の
う
ち
九
つ
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
ァ
l
キ
ピ
ス
ト
の
専
門
性
の
高
さ
で
あ
る
。
図
書
館
に
併
設
さ
れ

た
機
関
で
も
ア
1
キ
ピ
ス
ト
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
ア
l
キ
ピ
ス
ト

は
、
全
国
の
ア
l
キ
ピ
ス
ト
協
会
に
加
わ
り
、
つ
ね
に
研
究
訓
練
、

交
流
を
し

な
が
ら
専
門
性
を
高
め
て
い
た
。

第
三
に
、
保
存
修
復
部
門
が
充
実
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
コ

ン
サ
ペ

1
タ
!
と
い
う
専
門
職
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。

典
型
的
な
文
書
館
で
具
体
的
に
紹
介
し
た
い
。
そ
こ
は
、
県
レ
ベ
ル
の
文
書

館
で
、
イ
ー
ス
ト
サ
セ
ッ
ク
ス
州
の
レ
コ
ー
ド
オ
フ
ィ
ス
で
、
ロ
ン
ド
ン
の
南

方
に
あ
る
県
で
東
京
都
ぐ
ら
い
の
広
さ
で
あ
る
。

人
口
は
七

O
万
人
で
あ
る
。

こ
の
文
書
館
は
州
議
会
(
知
事
が
州
議
会
の
議
長
で
も
あ
る
〉
に
属
し
て
い

て
、
図
書
記
録
委
員
会
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。
職
員
は
十
三
人
。
組
織
は、

記
録
管
理
部

(
三
人
〉
、
文
書
整
理
閲
覧
部

(七
人
)、

保
存
修
復
部

(
三
人
)

の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
ア
l
キ
ピ

ス
ト
は
、
館
長
、
副
館

長
な
ど
五
人
で
あ
る
。
州
立
は
だ
い
た
い
こ
の
く
ら
い
の
規
様
で
あ
っ

た。

記
録
管
理
部
で
は
、
記
録
セ
ン

タ
ー
を
運
営
し
て
い

る
。
記
録
セ

ン
タ
ー
は

州
の
各
部
局
の
行
政
文
書
の
う
ち
、
非
現
用
文
書
を
集
中
的
に
保
管
管
理
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る。

こ
こ
で
は
、
文
書
整
理
閲
覧
郊
で
永
久
的
に
保
存
す
る
文
書

を
選
定
し
、
そ
れ
以
外
を
廃
棄
し
て
い
る
。
各
部
局
と
文
書
館
と
の
中
間
的
な

施
設
に
あ
た
る
。

州
の
文
書
の
流
れ
は
、
文
書
が
完
結
す
る
と
、
要
見
直
し
記
録
と
見
直
不
要

記
録
に
分
け
ら
れ
る
。
後
者
は
二

t
三
年
で
自
動
的
に
廃
棄
し
て
も
よ
い
と
判

断
さ
れ
た
も
の
、
前
者
は
残
す
こ
と
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ

る
。
保
存
年
限
規
程
は
各
部
局
ご
と
に

つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

つ
く
る
場

合
は
、
各
記
録
セ
ン
タ
ー
の
ア
1

キ
ピ
ス

ト
が
助
言
し
て
い

る。

分
け
ら
れ
た
文
書
は
記
録
セ
ン

タ
ー
へ
移
管
さ
れ
る
。
見
直
し
不
要
記
録
は

年
限
が
く
る
と
自
動
的
に
廃
棄
に
な
る
が
、
原
局
に
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。

要
見
直
し
記
録
は
、
二
段
階
の
見
直
し
を
し
て
い
る
。
第
一
段
階
は
七
年
後

に
行
わ
れ
、
第
二
段
階
は
二
十
五
年
後
に
行
わ
れ
る
。
第
一
段
階
の
見
直
し
で

は
、
原
局
の
判
断
の
み
で
行
わ
れ
る
。
こ
こ
を
く
ぐ
り
抜
け
た
記
録
は
二
十
五

年
後
に
ま
ず
原
局
が
行
政
的
な
価
値
に
基
づ

い
て
保
存
と
廃
棄
に
分
け
ら
れ
る
。

そ
の
後
ア
1
キ
ピ
ス
ト
が
、
歴
史
的
・
研
究
的
な
価
値
等
の
判
断
を
す
る
。
二

つ
の
価
値
に
よ

っ
て
残
さ
れ
た
も
の
が
永
久
保
存
文
書
と
な
り
、
文
書
館
に
移

管
さ
れ
る
。
こ
の
文
書
は
州
の
法
律
に
よ
り
、
完
結
後
三
十
年
後
に
公
開
さ
れ
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る
。
従
っ
て
、
第
二
段
階
の
見
直
し
後
五
年
間
は
非
公
開
に
な
っ
て
い
る
。

記
録
セ
ン
タ
ー
で
保
存
中
も
原
局
は
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ア
I
キ
ピ
ス
ト
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
る
。
そ
の
中
心
が
ア

l
キ
ピ
ス

ト
協
会
で
あ
る
。
最
近
の
話
題
は
、
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
ど
の
よ
う

に
導
入
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
研
究
し
て
い
た
。

わ
が
国
で
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
ア
1
キ
ピ
ス

ト
と
し
て
専
門
職
性
を
高
め
て

い
く
必
要
を
感
じ
る
。
そ
の
た
め
に
全
史
料
協
の
は
た
す
役
割
が
あ
る
と
回
ゅ
う。
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